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（Parsons & Bales, 1955 橋爪他訳 1970）。そのため、本研究が対象とする
































































4.38）歳・不 明 10 名（6.06％）、子 ど も と の 同 別 居 は 同 居 97 名
（58.79％）・別 居 60 名（36.36％）、職 業 は フ ル タ イ ム 職 149 名
（90.30％）・パートタイム職名（1.21％）・無職名（3.03％）・不明
名（0.61％）であった。回答者の母親の平均年齢は48.88（標準偏差＝
4.21）歳・不 明 11 名（6.67％）、子 ど も と の 同 別 居 は 同 居 102 名
（61.82％）・別居54名（32.73％）・不明名（1.82％）、職業はフルタイ
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